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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　1月　5日　（金）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・接遇委員会より、患者様を対象として『患者様満足度アンケート』の依頼があります。

締め切りは来週1/11です。用紙が足りない等何か問題がある場合は北病棟Ｇ　鶴ヶ崎CW・紫波Nsへ連絡するようにして下さい。

・Aユニットに設置してある面会者用のマスクを患者様が勝手に持って行き使用することがあります。マスクはAユニットのスタッフオフィスで管理し面会者が来た時に渡すようにしましょう。患者様へは個人で購入するように説明していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・森　　エツ様～下肢の浮腫持続している為、利尿剤・カリウム補助剤　1×朝　1/6朝から7日分臨時処方となっています。浮腫の状態だけではなく心不全の既往もある方なので、水分摂取量・排泄・呼吸状態など注意し観察していきましょう。

・清川　トミ様～痙攣発作継続しており、抗てんかん薬　2×朝・夕　1/5夕から7日分臨時処方となっています。痙攣発作の状態・バイタル測定・意識状態の観察を行っていきましょう。又、右上肢のみの浮腫が著明に見られ、利尿剤　1×朝　1/6朝から臨時処方となっています。浮腫の状態や排尿状況の観察とともに、右上肢可動時の疼痛もある為、主治医より右側を下にしないよう指示受けています。また、本日昼食時に38℃台の発熱、痙攣発作あり。抗てんかん薬1/2Ａ筋注施行、抗てんかん薬・抗生剤臨時追加処方となっています。

・水梨　正一様～咳嗽続いており、昨日胸部レントゲン検査施行したところ肺炎疑いとのことで抗菌剤　3×ndE　1/7朝から2日分継続処方となっています。1/8で薬がなくなりますが1日様子を見て1/9に主治医診察を行い服薬の継続等決めることとなっています。指示受けを行うスタッフは患者様の状態（発熱・咳嗽・痰鳴・呼吸苦・食事摂取状況等）を主治医へ情報提供お願いします。

・小山　正好様～徘徊・物色行為などの問題行動続いている為、精神神経用剤　2×昼・夕　眠剤　1×vdsが1/5昼から継続処方となっています。問題行動の有無や精神状態の変化等観察を行っていきましょう。又徘徊多く見られるときは水分補給を促すようにしましょう。

・北山　和子様～２週間に１回の精神神経用剤　筋注の指示受けています。（1／8実施予定）現在大声での独語・精神状態の変化見られてきている為、精神状態の観察・独語による他者とのトラブルの有無に注意し観察しましょう。

＜ユニット移動検討患者様＞　

・田中　清様～1/3　ベッドから車椅子への移動の際、バランスを崩し車椅子に右眼瞼をぶつけ裂傷を負っています。以前もベッドから車椅子への移動の際、自力で行おうとし転倒したことがある為、ベッドからマトレスへ変更し車椅子への移動にはスタッフが付き添い様子を見ることとしています。他者のベッド柵に掴まり立ち上がりが見られるようであれば、南Dユニットのベッドの無い部屋への移動も検討していくこととしています。スタッフはベッドが無いからと見守りを怠ることが無いようにしましょう。

